
第３学年２組 数学科学習指導案 

                 指導者 （じっくりコース） 

                          （どんどんコース） 

１ 単元「図形と相似」 

 

２ 指導観 

○ 私たちの身の回りを見渡してみると、写真やイラストの拡大・縮小、地図や設計図の活用など、相似の

概念を利用している場合が数多く見られる。また、年賀状などパソコンを使い、写真やイラストを拡大・

縮小する作業を行うこともある。さらに、コピー用紙のＢ版やＡ版の紙は毎日のように目にしており、学

校やオフィスでは欠かせないものとなっている。このように、相似な図形は、私たちの日常生活に密接に

関わっているといえる。したがって、拡大・縮小について理解し、相似な関係について考える能力や態度

を養うことは、日常生活と数学とのつながりを深める意味で大切な学習といえる。 

これまでに生徒たちは、小学校で縮図や拡大図の意味や特徴について学習を深めている。中学校におい

ては、平面図形の基本的な定義や図形の性質、角と平行線の性質や合同な図形の性質、三角形の合同条件

やそれを用いた証明の学習をしている。本単元は、これまでに学習した拡大・縮小の考え方から相似の性

質等を見出し、証明の考え方をもとに、筋道立てて考えることを一層伸ばしていく内容である。このよう

な学習を通して、論理的に考察し、表現する能力を伸ばすという数学の根幹となる力を育てることについ

ながり、大変意義深い。 

○ 本学級の生徒は、じっくりコース１０名、どんどんコース２７名で習熟度別にわけて学習している。学

期はじめのアンケートから、自分の学習に合ったコースを自主選択している。基礎基本を中心に学習して

いく中で、自分の力をつけていくじっくりコースと、基礎基本のみならず、教科書の内容から応用問題に

取り組み、自己の力を高めていくどんどんコースの２つに分けて学習を進めている。図形領域において、

事前調査を行ったところ、以下のような結果になった。 

 じっくりコース どんどんコース 

図形の学習が好きまたは得意であるか。 22％ 52％ 

証明問題に対して意欲的に取り組むことができているか。 36％ 61％ 

生徒たちの中には、「図形の問題に興味はあるが、図形を頭の中でイメージできない」「公式や定理を覚

えるのが面倒だ」「図形をどのように見て、どのように証明を書いていけばよいかわからない」という意見

が多数あった。また、準備テストでは、三角形の合同条件をきちんと言える生徒は、全体で６割にとどま

った。このことから、生徒は、図形そのものに対する苦手意識が非常に大きいことに加え、論理的に説明

したり、自分の考えを表現したりすること自体に抵抗を感じていることがわかる。特に、じっくりコース

の生徒においては、公式や定理といった知識を身についていない生徒も多く、まずは図形に対する興味関

心を持たせることや、図形を頭の中でイメージすることができるような手立てが必要である。どんどんコ

ースの生徒については、知識は身についているものの、それを活用させ、自分の言葉で説明することに対

して抵抗がある生徒が多く、表現力・思考力をつけるような手立てが必要であると感じている。 

○ そこで、本単元の指導にあたっては、相似な図形に対する興味関心をもち、三角形の相似条件について

理解し、それを用いて図形の性質を論理的に考察し表現する力を養い、日常生活に活用させる力を身につ

けることをねらいとする。そのために、以下の手立てを行う。 

・相似な図形についての興味関心をもつことができるように、学校の校章の拡大・縮小を視覚的に感じさ

せ、方眼紙を使って、相似な図形を作図する操作活動を設定する。 

・図形の性質を論理的に考察し、表現する力を養うことができるように、スモールステップ式の証明問題

を提示し、図形の性質を使って問題を解決する活動を設定する。その際、じっくりコースにおいては、

図形を頭の中でイメージすることができるように、具体物の操作活動を取り入れる。どんどんコースに

おいては、自分の言葉で説明することができるように、ペアや小集団での説明する活動の場を多く設定

する。 

・日常生活に活用させる力を身につけることができるように、影の長さから校舎の高さを求めるなどの、

身近な事象の課題を設定する。 

 

 

 



３ 目標 

○ 相似な図形や平行線と線分の比の性質に関心を持ち、それをもとに考察しようとしたり、具体的な事象

に相似の考えを活用したりしようとする。               【数学への関心・意欲・態度】 

○ 既習の図形の性質や三角形の相似条件、平行線と線分の比、中点連結定理などをもとに、図形の性質を

論理的に確かめることができる。                    【数学的な見方や考え方】 

○ 三角形の相似条件や平行線と線分の比の性質をもとに、線分の長さや角の大きさを求めることができる。                                

【数学的な技能】 

○ 相似の意味や相似な図形の性質、三角形の相似条件、中点連結定理、平行線と線分の比の性質、相似な

図形の相似比と面積比・体積比の関係などを理解することができる。 

【数量や図形などについての知識・理解】 

４ 単元指導計画（計２１時間） 関心・意欲・態度【関】 見方・考え方【考】 技能【技】 知識・理解【知】 

次 時 学習活動・内容 指導のねらい・内容・方法 評価規準(観点：方法) 

一
次 

１

① 

 

 

 

 

 

１ 相似な図形に対して課題を

を設定する。 

(1)相似な図形について知る。 

 ・図形の拡大と縮小 

  

 

 

 

 

 

 

〇相似な図形についての興味関心をもつこと
ができるように、学校の校章を縦だけ拡大、
横だけ拡大、全体を拡大した図を提示する。 

○形が同じであることを実感的にとらえさせ
るために、方眼に作図する活動を設定する。 

・相似な図形につ
いて、興味・関
心をもってい
る。 

(関：学習プリント) 
 
 
 
 

二
次 

１ 

③ 

 

 

 

 

２ 

⑨ 

 

 

 

 

本時 

5/9 

 

 

 

 

３ 

④ 

２ 相似の意味を知り、相似な図
形の性質について考察する。 

(1) 相似な三角形を比べる。 

 ・相似比 

(2) 三角形の相似条件を考える。 

 

 

(3)三角形の相似条件を利用して、
図形の性質を証明する。 

 ・三角形の図形の証明 

 ・図形の性質の証明 

 

３ 平行線と線分の比の関係に
ついて考察する。 

(1)線分の長さを求める。  
 ・平行線と三角形の辺の比 
 ・平行線と線分の比 
 
 
(2)中点連結定理について知る。 
 ・中点連結定理とその利用 
 
４ 相似な図形の面積や体積の

関係について調べる。 
(1)２つの図形の面積を比べる。 
 ・面積比 
(2)２つの立体の表面積と体積を

比べる。 
 ・表面積比 
・体積比 

 

 

 

 

○三角形の相似条件を理解することができる
ように、２つの三角形を比べる活動を設定
する。 

○相似な図形の性質を論理的に考察し、表現

することができるように、スモールステッ

プ式に問題を設定する。 

 
 
○平行線と線分の比の関係をイメージするた
めに、ノートの横幅を３等分する課題を提
示する。 

○線分の比を論理的に考察することができる
ように、三角形や平行四辺形などの具体物
を操作し、対応する辺を見つける活動を設
定する。 

 

 

 

○相似比と面積比の関係を見出すことができ
るように、図形をしきつめる活動を設定す
る。 

・相似の意味、相
似な図形の性質
を理解してい
る。 

(知：学習プリント) 
 
 
 
・三角形の相似条
件をもとに、論
理的に考察する
ことができる。 

(見：学習プリント) 

 

・平行線と線分の
比を用いて、線
分の長さを求め
ることができ
る。 

(技：学習プリント) 

 

 

・相似な図形の面
積や体積を、相
似比と面積比・
体積比の関係を
使って求めるこ
とができる。 

(技：学習プリント) 

三
次 

１ 

③ 

 

２ 

①  

４ 相似な図形の性質を利用し
て、身近な問題を解決する。 

 
５ 単元の学習を振り返る。 
(1)確かめの問題に取り組み、自己
の課題を確認し、解決する。 

 

 

 

 

○日常生活に活用させる力を身につけること

ができるように、身近な問題を実測などを

行って解決する活動を設定する。 

 
・身近な事象を、
相似な考え方を
利用して問題を
解決することが
できる。 

(関：学習プリント) 

相似な図形についての興味関心をもつこ
ができるようにする。 

日常生活に活用させる力を身につける
ことができるようにする。 

三角形の相似条件や図形の性質を理解し、
それらを論理的に考察し、表現する力を養
うことができるようにする。 



５ 本時    平成３０年１１月１３日(火) 第５校時 少人数教室２  第二次の２時（5/9） 

６ 本時の主眼 

  ○ 対応する線分を見つけ、平行線と線分の比の性質を使って、線分の長さを求めることができる。 

 

８ 準備 学習プリント 図形カード 

 

９ 本時の過程（じっくりコース） 

               関心・意欲・態度【関】 見方・考え方【考】 技能【技】 知識・理解【知】 

段
階 

学習活動・内容 
○具体的な手だて 

◇評価の観点（方法） 

形
態 

配
時 

 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

 

 

さ
ぐ
る 

・ 

深
め
る 

 

 

 

 

 

／ 

 

ま
と
め
る 

・
振
り
返
る 

１ ７分チャレンジを解く。 

２ 前時までの振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

【問題】  

χの長さを求める方法を説明しよう。 

 

     ｌ 

 

     ｍ 

 

    ｎ 

     

 

 

 

３ 問題に取り組む。 

(1) 補助線の引き方を考える。 

 

 

 

 

(2) 図形を操作して、対応する線分を探す。 

(3) 自力解決に取り組む。 

(4) 求め方を説明し、伝え合う。 

(5) 説明の共通点を探る。 
 
 

 

 

４ チャレンジ問題に取り組む。 

 

（１）   （２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の振り返りを行う。 

○比例式を想起することがで
きるように、７分チャレン
ジ問題の中に類似問題を取
り入れる。 

 

○平行線と線分の比を想起す
ることができるように、前
時の問題を取り上げ、黒板
に提示しておく。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平行線と線分の比の考え方

に帰着することができるよ

うに、どんな補助線を引け

ばよいか考える活動を設定

する。 

○対応する線分を見つけるこ

とができるように、三角形

や平行四辺形の図形を操作

する活動を設定する。 

 

 

 

○本時の内容を定着すること

ができるように、チャレン

ジ問題に取り組ませる。 

 
○より一層の理解を深めるこ
とができるように、本時の
振り返りを行う。 

 
◇平行線と線分の比を使っ
て、線分の長さを求め、そ
の求め方を説明することが
できる。【技】 

（学習プリント、（１）の問題） 
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めあて 平行線で分けられる線分の長さを求めよう。 

まとめ 平行線と線分の比を使って、三角形や四角形などを作って考

えると線分の長さを求めることができる。 












 



 





５ 本時    平成３０年１１月１３日(火) 第５校時 少人数教室３  第二次の２時（5/9） 

６ 本時の主眼 

  ○対応する線分を見つけ、平行線と線分の比の性質を使って線分の長さの求めることができる。 

 

８ 準備 学習プリント 図形カード 

 

９ 本時の過程（どんどんコース） 

               関心・意欲・態度【関】 見方・考え方【考】 技能【技】 知識・理解【知】 

 

段
階 

学習活動・内容 
○具体的な手だて 

◇評価の観点（方法） 

形
態 

配
時 

 

 

 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

／ 

 

 

 

さ
ぐ
る 

・ 

深
め
る 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

ま
と
め
る 

・
振
り
返
る 

１ 前時までの振り返りを行い、本時の学習のめあてを
つかむ。 

 

【問題】 

 

 

χの長さを求める方法 

を説明しよう。 

 

 

 

 

 

 

３ 問題について考える。 

(1) 補助線の引き方を考える。 

 

 

 

 

 

 

(2) 自力解決を行う。 

(3) 求め方を説明し、伝え合う。 

(4) 根拠の共通点を探る。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

４ チャレンジ問題に取り組む。 

 

 

（１）        （２）  

 

 

 

  

 

 

 

５ 本時の振り返りを行う。 

 

○平行線と線分の比を想起するこ
とができるように、前時の問題
を取り上げ、黒板に提示してお
く。 

 

 

 

 

 

 

 

 
○平行線と線分の比の考え方に帰
着することができるように、ど
んな補助線を引けばよいか考え
る活動を設定する。 

 
○対応する線分を見つけることが
できるように、図に記号を書き
込む活動を設定する。 

 
○解き終わった生徒には、他の補
助線の引き方で問題に取り組ま
せる。 

 
◇平行線と線分の比を使って、線
分の長さを求めることができ
る。【技】（学習プリント、【問題】） 

 

 

 

 

 

○本時の内容を定着することがで

きるように、チャレンジ問題に

取り組ませる。 

 

 

○より一層の理解を深めることが

できるように、本時の振り返り

を行う。 
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まとめ 平行線で分けられる線分の長さを求めるには、三角形や平行四辺形に

なるように、補助線を引き、平行線と線分の比を使うとよい。 

めあて 平行線で分けられる線分の長さを求めよう。 
















